
青少年問題協議会 会議録 

 

日 時 令和５年６月７日（水）14:00～15:05 

場 所 市役所 ３０３会議室 

出席者 青少年問題協議会委員 31 名（欠席：マリンライオンズクラブ代表、市Ｐ連代表） 

    〃   幹事 11 名 

進 行 青少年センター所長 

 

黙祷 

市民憲章唱和（センター平松） 

１ 開会のことば   市川課長 

２ 会長あいさつ   市川会長 

   非行は減る一方、ＳＮＳやスマホによるトラブルが増えている。本日は校則の見直

しを話題にしたい。 

３ 自己紹介等 

  鈴木所長 様々な立場、団体の代表の方に集まっていただいている。自己紹介を兼ね

て青少年にかかわる取り組みを紹介いただきたい。 

＜委員＞ 

  櫻間校長 本来であれば石川校長が出席。体調不良のため代理。後ほど校則の見直し

の話をしたい 

  藤田総代 形原 8 区総代 

  渡辺教育委員 6/2、激しい雨の中、子どもたちは無事に家に帰れたか心配した。 

  壁谷教育長  コミュニティスクール、地域学校協働活動が始まった。中学生のボラ

ンティア活動が活発になっている。西部地区運動会では大人と一緒に裏方を

していた。他にもウェスタンリーグ、わんぱく相撲など。 

  森生活安全課長 少年非行は減っているが、ＳＮＳスマホのトラブルがある。ＳＮＳ

のつながりで高校生が帰ってこないという通報があった。探して保護できた。 

  福崎ハローワーク代表 この春中卒で就職した子が２人。様々な問題を抱えているこ

とがある。定着のための応援をしている。 

  河合保健所蒲郡出張所長 豊川保健所では、危険ドラッグ等の薬物乱用防止活動、自

殺、ひきこもり対応支援。 

  近藤防犯協会長 健全育成をテーマ。各地区に防犯カメラ設置、総代や警察と連携し

ている。 

  小林社会福祉協議会代表 いろいろな方への支援。低所得者向け教育資金の支援、障

害者、母子家庭への支援、子ども食堂への助成、特別支援学級卒業生への祝

い金、学校向けに福祉学習プログラムの提供 

  堀井ロータリークラブ代表 小中学生の皆勤賞として記念品。コロナが広まってきて

からは精勤賞として卒業生全員に記念品。 

  田部母子寡婦福祉会（資料あり） 母子・父子家庭で困っている方あれば紹介してほ

しい。市からの委託で学習支援。小中入学祝中学校卒業祝は県からいただい

ている。ラインやメールで情報提供。 

  村瀬よろず相談会長 委員の石黒は本日のよろず相談の担当のため出席できない。Ｓ

ＮＳでの人権ミニレターやライン相談を実施している。 

  足立更生保護女性会長（資料あり） 「キッチンおれんじ」子ども食堂を実施してい

る。中学生のボランティアが来てくれる。35～40 人の利用あり 

  藤田保護司会長 16 年目。保護司になりたての頃、学校のガラスが割れたようなこと



がよくあった。 

  大竹民生委員代表 高齢者対象と思われるかもしれないが、子どもにも対応している。

あそこの家洗濯物出てないよ、みたいなことあれば連絡ください。 

  市川青年会議所代表 わんぱく相撲、プログラミングの事業を実施。青少年育成委員

会では地域のつながりと子どもの自立を目指している。蒲郡ラバーと呼ばれ

る地域の大人と子どもたちを結び付けた事業を行っている。先日のわんぱく

相撲では中学生を含め 45 人がボランティアに参加した。 

  山本ライオンズクラブ代表 薬物乱用防止教室を実施している。 

  神田身体障害者福祉協会会長 金沢から交代。３世代グラウンドゴルフを実施した。 

  鈴木社会教育審議会代表（資料あり） 生涯学習推進計画の策定に関わった。生涯学

習は小さい子からお年寄りまでを対象としている。 

畑田スポーツ推進委員会代表 放課後子ども教室でモルックを教えている。 

内田蒲郡高校長 非行は少なくなった。ＳＮＳトラブル、不登校など別の形での問題。

指導から支援へ。県立高校も地域とのつながりを意識した活動を実施してい

る。蒲郡東は海岸清掃、三谷水産高は環境チャレンジに参加。 

鵜飼公民館連合会代表 市内 11 か所。年寄りの集まるところと思われているが、子ど

も向けの教室も実施している。 

小林子ども会連合会代表 子どもの減少と役員のなり手不足のため、子ども会活動を

やめてしまう地区が出てきている。スポーツ大会は以前ドッジボール大会を

実施していたが、役員の負担が大きいため、水鉄砲大会に替えて実施してい

る。今後子ども会活動をどのように進めていくのがよいのかが課題。 

佐野文化協会代表 文化協会は高齢化で人数が少なくなった。放課後子ども教室で大

正琴を 20 人に教えている。 

牧野校外補導部代表 くすのき No.113 にあるように、見回り活動は今年度で休止。

その裏面にあるようにインターネットトラブルが心配。子どもの活動は見え

るところから見えないところへ移ってきている。 

寺元地域補導委員会代表 いたずらするような子は 5～6 年前からなくなってきてい

る。今年度で活動は終わり。 

牧原保育協会代表 保育園は最初の集団行動となる。子どもや保護者へ支援。 

新井ブックパートナー代表 市立図書館の運営と学校図書館への支援。図書館にある

学生室はテスト前など 60 席が満席になり集中して勉強している。最近はパソ

コンやタブレットを持ち込み、動画を視聴している子も多いが、他人に配慮

する力が足りない。声をかければ素直に応じる。ボランティア活動も七夕の

飾りつけを蒲高、蒲中・蒲南・竹島小は花を育てて飾ってくれている。 

鈴木サポステ所長（資料あり） 若い方の就労支援や社会参加を目指す。就職したら

終わりではなく、働き続けるための支援をしている。所属がなくなるとひき

こもりがちになるので、切れ目ない支援を目指す。コミュニケーションの苦

手な子が多いため、個別対応で支援。 

䭾見スポーツ協会代表（資料あり） 学校の部活がなくなるため、動いている。 

 ＜幹事＞ 

石黒健康推進課長 コロナ感染が落ち着き、活気が出てきた。引き続き感染対策を。

保健師が心の問題に対応している。 

高橋子育て支援課長 家庭児童相談室、ファミリーサポート、子育て支援センター 

小野山福祉課長 保護司会の担当。地域安全・青少年健全育成市民大会の事務局 

柴田交通防犯課長 0 の日の立ち番、パトロール、自転車教室の実施 

小林財務課長 一番すごいときに学生でした。 



鈴木産業政策課長 消費者、労働行政。消費者窓口では高額契約の相談の若年化。 

鷹巣都市計画課長 まちづくり、都市公園の担当。緑化事業、公園の維持管理、遊具

の長寿命化、トイレの改修 

三浦教育政策課長 図書館、児童クラブ 

磯貝スポーツ推進課長 スポーツ推進計画を策定した。成人でスポーツする割合が愛

知県は低い。子どものころからスポーツに親しむことが求められる。スポー

ツ少年団への支援も行っている。 

市川生涯学習課長 業務は幅広い。連携しながら進めている。 

 

鈴木所長 さまざまな団体がどんな活動を知ることができた。青少年センターの取り

組みについては５議事の中に書いてある。目を通しておいてください。 

（15:13～） 

４ 意見交換 

「校則の見直し（ＨＰへの公開）」「生徒指導提要の改訂」等 

① （現状報告）学校教育課 課長補佐 鈴木学 

 別添資料「生徒指導提要（改訂版）」をもとに報告 

 

 生徒指導提要は平成 22 年に策定したあと、昨年初めて改訂された。社会的状況の変

化と生徒指導へのニーズの変化を踏まえている。 

キーワードは「指導から支援へ」「安全・安心な風土の醸成」 

現行の校則は押し付けられている感がある。子どもたち自身が作り上げることが大

切。形原中は生徒指導提要が出る前に実践した形になる。 

 

② 小中学校・高等学校における、校則や生活の仕方、服装、頭髪・靴等についての

ご意見 

 

櫻間形原中校長（資料：校長だよりと卒業式式辞） 人生はさまざまな選択の連続で、

どれが正しいのか分からない。しかも、自分の頭で考えていかなくてはなら

ない。考える力を育てるため、校則の見直しに至った。校則では白い靴下、

白い靴と決められていた。なぜと聞かれても誰も答えられない状況。また、

男女別のジャージだったが、女子生徒から赤いジャージを着たくないとかス

カートをはきたくないとかの声もあった。子どもたちの声を聞きながら校則

を変更していくべきだろうが、とても長い時間がかかることが予想されたた

め、先に校則を変えてから子どもたちに考えさせようという進め方を取った。 

内田蒲郡高校長 蒲郡高校の場合は生徒の状況に合わせてどんどん変えている。夏服

冬服の移行期間はどちらでもよいとしていたが、移行期間といういい方もや

める。夏に長袖もよしとする。以前（髪型の）ツーブロックを禁止としてい

たが、就職担当者にアンケートを取ったところ、ツーブロックに問題はない

との結論に至った。就職担当者がツーブロックだった。髪型の規制をなくし

た。生徒たちは自分で考えている。その後提要がきた。少しずつ変えている。

ブラック校則などと言われると、全ての校則がブラックだと思われるが、そ

うでないこともあると知ってほしい。 

近藤防犯協会連合会長 愛知工科大学で講師をした経験がある。１年生にどういう会

社に行きたいかと聞いてもほとんど決まっていない。服装しか考えられてい

ない。自己主張ができない子が圧倒的に多い。のびのびと育て子どものいい

ところを見つけるのが親の役目。 

藤田総代 本業で学生服の販売をしている。形中で靴の色を変更したが、子どもがお



となしくてよかった。豊橋で靴を自由にしたらブランド物の靴を履いてきて、

帰るときには誰かに盗まれていたということもあった。 

 

鈴木所長 校則のことでご意見がありましたら、センター所長か宇野学校教育課長へ

お伝えください。１年後ホームページに校則が掲載される予定。 

      

６ 連絡事項 

  鈴木所長 10 月 25 日に地域安全・青少年健全育成市民大会を昨年と同様に実施予

定 

 

７ 閉会のことば 藤田総代連合会長             （終了 15:50） 


